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１ はじめに

既報 1),2)では、東京における新築及び改修時における省

エネ・環境配慮技術の最適な導入指針の策定に寄与する

都内の地域気候区分に関する気象データの整備を目指し、

多摩地域においてアメダスとその周辺に設置した複数の

気象センサのデータを比較し、同一地域圏の気候特性の

違いが、特に風向値・風速値に現れることを示した。こ

の点を踏まえ本報では、風向・風速を比較対象として 23
区内の観測地点を含めた東京都内での多地点比較による

地域気候特性の違いを調査分析した。

２ 観測概要

本研究で使用する気象データは、都内設置のアメダス

に加え、産学官の共同研究プロジェクトによって設置さ

れた気象観測システム注 1)で取得したデータを利用してい

る。図 1 より、現在この気象観測システムは 23 区内に 17
地点、多摩地域に 11 地点設置している。また図 2 より、

本観測システムは、各気象センサの観測データがインタ

ーネット経由でサーバに転送され、ユーザがサーバにア

クセスして複数地点のデータを取得できる仕組みを有し、

観測密度の高さとリアルタイムでの観測データ取得を可

能にしたものとなっている。表 1 に今回比較対象とする

センサの概要を示す。本学管理センサ 5 地点と都立高校 7
校（23 区内 6 校、多摩地域 1 校）の計 12 地点の気象セン

サを比較対象とする。気象センサで取得できる気温・相

対湿度・気圧・雨量・風向・風速の 6 要素のうち、今回

は表 2 に示す風向・風速の観測データ注 2)を用いて東京都

内における多地点比較を行った。

図 1 気象センサの設置分布(東京都内)

図 2 気象観測システムにおけるデータの流れ

表 1 比較対象センサの概要

センサ設置地点 所在地 観測開始時期

① 大学実験棟(屋上) 東京都八王子市南大沢 2010 年 7 月

② 大学事務棟(屋上) 〃 日野市旭が丘 2011 年 9 月

③ 都立高校 A(屋上) 〃 新宿区戸山 2011 年 2 月

④ 都立高校 B(屋上) 〃 江東区森下 2009 年 10 月

⑤ 都立高校 C(屋上) 〃 品川区東品川 2011 年 2 月

⑥ 都立高校 D(屋上) 〃 世田谷区岡本 2011 年 3 月

⑦ 都立高校 E(屋上) 〃 練馬区早宮 2009 年 10 月

⑧ 都立高校 F(屋上) 〃 板橋区富士見町 2011 年 12 月

⑨ 都立高校 G(屋上) 〃 町田市忠生 2009 年 10 月

⑩ 都立高校 H(屋上) 〃 八王子市千人町 2012 年 1 月

⑪ 都立高校 I(屋上) 〃 あきる野市平沢 2012 年 1 月

⑫ 都立高校 J(屋上) 〃 青梅市裏宿町 2012 年 2 月

観測気象要素 気温、相対湿度、気圧、雨量、風向、風速

表 2 比較気象要素

データ期間 備考

風速
2011/1～2012/10

②,③,⑤,⑥,⑧,⑩～⑫は観測開始時から。
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３ 比較結果

図 3 に今回の比較対象センサで観測した風速値の累積

度数分布を示す。(a)の 23 区内 6 地点における分布では、

全地点において風速 V=3.0m/s の段階で累積度数が 80%以

上となり、地点間に大きなばらつきはみられなかった。

一方、(b)の多摩地域内 6 地点の分布では、センサ⑫が

V=1.5m/s で累積度数が 80%を超えたのに対し、センサ⑨

は V=3.5m/s で 80%を超え、各地点での分布傾向に違いが

みられた。このような結果となったのは、前報 1)でも述べ

たように周辺環境(地形、地表面被覆、周辺建物、河川と

の距離など)の影響が考えられる。よって(c)に示すように、

23 区(③～⑦)と多摩地域(⑩、⑫)の分布を比較すると、23
区内の累積度数分布がほぼ同じ傾向であるのに対し、多

摩地域の累積度数分布は V=1.5m/s の段階で、最大で約 2
倍の違いが生じ、地域特性が現れる結果となった。

図 4 に風向頻度分布を図 3 同様に(a)、(b)、(c)に分けて

比較したものを示す。(a)での都心部(③～⑤)の卓越風向が

南寄りに対し、23 区内陸部(⑥～⑧)は卓越風向が北寄りと

なった。(b)の多摩地域では、各地点の卓越風向が異なる

結果となった。よって都内の東西比較をした場合、(c)で
の卓越風向は 23 区が南寄り、多摩西部が西寄りとなり、

風向値では多摩地域をはじめ、23 区内においても地域特

性が現れる結果となった。

４ まとめ

本報では風向・風速を比較対象として 23 区内の観測地

点を含めた東京都内での多地点比較による地域気候特性

の違いを調査した。今後も観測データを活用し、省エ

ネ・環境配慮技術の最適な導入手法の策定に寄与する都

内の地域気候区分データを整理していく予定である。
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注記
1)気象観測システムは、Live-E!協議会において開発運用している「デジタル
百葉箱」である。詳細は http://www.live-e.org/を参照のこと。

2)風速値は基準高さ 12m における補正値に換算した。
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図 3 風速値の累積度数分布[%]

(a) 23 区内の観測点における分布 (b) 多摩地域の観測点における分布 (c) 23 区と多摩地域の分布比較

図 4 風向頻度分布[%]

(a) 23 区内の観測点における分布 (b) 多摩地域の観測点における分布 (c) 23 区と多摩地域の分布比較
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